
食品ロス削減 資料

まちづくり研究会環境関連分科会

平成30年8月24日
消費者庁愛称「ろすのん」 1



１．大阪狭山市ごみの排出量
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本市のごみ排出量は、平成１８年度にピークを迎え、近年は微減、微増を繰り返し
ていましたが、平成２４年度からは安定して減少しています。
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ごみの排出量の推移
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可燃ごみ

単位：トン



単位：ｇ

２．南河内地域における
１人１日あたりのごみ排出量
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団体名／年度 H２３ H２４ H２５ H２６ H２７ H２８

千 早 赤 阪 村 1,006 969 973 959 984 992 

河 南 町 926 934 956 904 949 958 

富 田 林 市 927 933 945 945 943 930 

大 阪 狭 山 市 1054 1034 999 968 944 919 

河 内 長 野 市 886 883 878 885 894 874 

太 子 町 749 720 725 714 718 706 

地 域 平 均 929 925 923 917 918 901 
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３．ごみ処理にかかる経費
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項 目 平成28年度 構成比 主な内容

焼却ごみ処理費用 599,272,235 78.0%

ごみ収集運搬業務委託料 271,085,870 35.0% 生ごみ収集運搬業務委託料

南河内環境事業組合
負担金

325,779,177 43.0% 組合負担金

ごみ指定シール制度費用 2,407,188 0.0% ごみシールの封入、郵送費用

資源ごみ処理費用 90,240,747 12.0%

リサイクル資源選別
処理業務委託料

63,133,507 8.0%
カン、ビン、ペットボトル、
その他プラの選別処理

有価物回収奨励金 9,289,800 1.0% 古紙等の地域集団回収奨励金

生ごみ減量化等処理器
購入補助金

83,000 0.0% 生ごみ処理器等の購入補助金

家電リサイクル費用 500,000 0.0%
家電リサイクル業務委託料、
ストックヤード借上料

リサイクル用備品購入費 17,051,040 2.0% リサイクルボックスの購入

牛乳パック回収費用 183,400 0.0%
牛乳パックの整理・運搬、
作業所費用

市内一斉美化清掃費用 5,947,360 1.0%
収集・分別・運搬業務委託料、
地区報償費

職員人件費 62,182,276 8.0% 収集員人件費

車両関係費用 5,944,301 1.0%
塵芥車借上料、燃料費、
修繕料、車検料等

事務関係費用 2,683,533 0.0% 清掃、ごみ減量関係事務費

ごみ処理費用 合計 766,270,452 100.0%

ごみ収集運搬業

務委託料, 35.0%

南河内環境事業

組合負担金, 

43.0%

ごみ指定シール

制度費用, 0.0%

リサイクル資源選

別処理業務委託

料, 8.0%

有価物回収

奨励金, 1.0%

市内一斉美化清

掃費用, 1.0%

職員人件費, 8.0%

車両関係費用, 

1.0%

リサイクル用

備品購入費, 2.0%

ごみ処理経費内訳

リサイクル資源等売払収入 11,879,919
スチール、アルミ、ガラス、牛乳パック、
金属類等

単位：円



４．ごみ減量による経費削減 
 

 

                         ※H29.3 末人口 57,872 人 

ごみ処理費用総額              766,270,452 円 （13,241 円/人） 

焼却ごみ処理費用             599,272,235 円 （10,355 円/人） 

南河内環境事業組合負担金  325,779,177 円 （ 5,629 円/人） 

 （内訳） 

○施設費〔均等割〕          4,899,000 円  （1.5％） 

     ○施設費〔人口割〕         44,091,000 円  （14％） 

◎管理費〔処理量割〕       261,922,000 円  （80％） 

◎共通事務費〔管理費割〕    12,847,000 円  （3.9％） 

     ○シール負担金〔枚数割〕      2,020,177 円  （0.6%） 

      ごみ排出量により増減    ごみ減量による経費削減！  
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５.大阪狭山市一般廃棄物処理基本計画～チャレンジ40～

①ごみ排出量 39％削減

②リサイクル率 36％達成
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環境意識の向上

買う前に本当に必要なのかを考え、不要なものを買
わない。また、分別の際には識別マークをきちんと
確認し、適切な分別を行う。

身近にできることを自ら選択し関わっていくことで、
４Ｒを実践していく。

資源等分別回収の
促進

古紙・古布類等については、自治会などの登録団体
が行っている集団回収へ出すようにする。

販売店等で引き取り可能なものは、極力引き取って
もらい、適正なルートでの処理・再生を行う。

リターナブルビンについては、販売店等に戻すよう
にする。
トレイ、牛乳パック等の店頭回収を積極的に利用す
る。

市が実施するごみの分別収集に協力し、分別区分ご
との正しいごみの出し方を行う。

生ごみの排出抑制

計画的に食品を購入し、賞味期限内に使い切るよう
にするとともに、料理は作る分量を工夫するなどし
てごみを極力少なくする。

水切りネットを使用するなどして、ごみ袋に入れる
前にしっかり水切りをする。

過剰包装の自粛

シャンプーなどは詰め替え用を利用し、簡易包装に
協力する。

マイバッグを持参し、余計なレジ袋などの過剰包装
は断る。

使い捨て製品の
使用抑制

使い捨て製品の使用を抑制する。また、できるだけ
物を無駄に消費しない生活スタイルを心がける。

再生品、
不要品の再使用

日用品は、再生品を使用するように努める。

フリーマーケットやバザーを活用し、要らなくなっ
たものは必要とする人に譲る。

平成40年度に
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6.大阪狭山市の組成分析 H24年度
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7.京都市の組成分析H27年度
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7.京都市の組成分析結果 H27年度
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8.食品ロスの現状
日本の食品ロスの状況１
食品ロス量は年間６４６万トン(平成２７年度推計)

毎日大型トラック１，７７０台分を廃棄
年間１人当たりの食品ロス量は５１Kg≒年間１人当たりの米の消費量（約５４Kｇ）

日本の食品の実情
食料自給率（カロリーベース）は、３８％
廃棄物の処理費用(一般廃棄物処理事業のうち
し尿処理事業を除く)約２兆円
食料の家計負担、食料が消費支出242,425円の1/4

子どもの貧困率(OECDの作成基準に基づいての算出)13.9%で、
７人に１人
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食料自給率
先進国と比べると、アメリカ130％、フランス127％、ドイツ95％、イギリス
63％となっており、我が国の食料自給率（カロリーベース）は先進国の中で最低
の水準となっています。
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日本の食品ロスの状況２
「食品ロス」=本来食べられるのに捨てられる食品
食品廃棄物等は年間2,842万トン、

うち食品ロスは646万トン
食品ロスの内訳は、

事業系廃棄物が、約357万トン
家庭系廃棄物が、約289万トン

半分は、家庭から出される
＊食品廃棄物とは、食品の製造や加工の際に発生する廃棄物、
流通の際に発生する売れ残り、消費などの際に発生する調理くず、食べ残しなど
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食品ロスの発生要因
事業系

製造・卸・小売業者
製造・流通・調理の過程で発生する規格外品、
返品、売れ残りなどが食品ロスになる

外食事業者
食べ残し量の割合は、
宴会14.2%、披露宴12.2%、食堂・レストラン3.6%

家庭系
家庭から出る生ごみの

10.3%が手つかず食品､13.6%食べ残し
13



食品ロスを減らすために、
私達が出来ること

日本では、毎年約600万トンの
食べ物が捨てられており、こ
れは世界の食料援助額の約2倍
に当たります。
家庭から出される食品ロス量
は、この半分程度、毎年4人家
族が6万程度捨てていると見積
もられます。
廃られたごみの処理は、さら
に税金を使い処理されます。
食品ごみを減らすには、どう
すべきか、皆様、何ができる
かを考えてください。
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9.食品ロス削減に向けた
取り組みその１

長野県松本市の取り組み
1. 残さず食べよう！3010運動

会食や宴会で乾杯後の30分間とお開き前の10分間は食事を楽しむこと

2. おうちで“残さず食べよう！3010運動”
家庭での食品ロスを減らすため、毎月30日に冷蔵庫クリーンアップデー、毎月10日
にもったいないクッキングデーを設定。

3. 保育園・幼稚園・小学校3年生を対象に環境教育を実施
4. ｢第1回食品ロス削減全国大会~広げよう30･10in松本｣開催15



9.食品ロス削減に向けた
取り組みその2

京都市の取り組み
1. 生ごみ3キリ運動使いキリ、食べキリ、水キリ

2. 生ごみ3キリ運動を推進している飲食店や宿泊施設を
「食べ残しゼロ推進店舗」として認定

3. ｢京都エコ修学旅行｣の実施
4. 地域学習会｢しまつのこころ楽考｣の開催

一層2Rに取り組むために、ごみ減量を実践的に取りまとめた｢暮の巻｣｢宴の巻｣｢旅
の巻」を作成

5. 販売期間の延長による食品ロス削減効果に関する調査・
社会実験の実施

6. フードバンク等民間団体の活動支援
16



9.食品ロス削減に向けた
取り組みその３

横浜市の取り組み
1. ｢食｣を考えるシンポジューム、上映会、ワークショップを開催
2. ｢まるごと旬野菜～使い切りレシピ～｣を作成し、小売店とも

連携して普及・活用
3. ｢冷蔵庫整理収納｣｢クッキング｣など食材の無駄にしないための

家庭での実践に役立つ講座を開催
4. 小盛メニューの提供、お持ち帰りの対応など食べ残しを減らす

取り組みをしている飲食店を｢食べきり協力店｣として登録
17



10.フードバンクとは

 フードバンクとは、｢食料銀行｣を意味する社会福祉活動で、
食品関連企業や量販店、農家、個人などから賞味期限内で
まだ食べられるのに商品として流通できなくなった食品の寄
贈を無償で受け、食べ物に困っている人や施設などに無償で
配布する活動のことをいいます。

 大阪狭山市では、社会福祉協議会が必要に応じてふーどば
んくＯＳＡＫＡから食糧を受け取り、必要な支援に活用してま
す。

 食品ロスや廃棄物の削減にもつながることから、大阪府内で
も様々な取り組みが進められています。
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ふーどばんくＯＳＡＫＡとは？
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フードバンクの周知と、地域に
おける食品ロスへの取り組み

フードドライブ

大阪狭山市人権
協会との協力で、人
権週間事業の中で、
ボックスを設置し、
家庭で余った保存
食などを集めました。

ふーどばんく
ＯＳＡＫＡの
紹介パネル
を設置して
取り組みを
広めました。
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11.食品ロス削減に向けた取り組み
その4

食品ロス削減
レシピの発信
消費者庁のキッチン
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12.賞味期限と消費期限
賞味期限
おいしく食べることが
できる期限

消費期限
食べても安全な期限

消費期限や賞味期限を守っ
ても、開封されたり、保存
方法が悪かったりすると
腐ってしまいます！
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